
③流通網の強靱化
(備蓄強化、タンクローリー

増加等)

エネルギーレジリエンス評価における重要項目（需要家からの視点）

①代替性のある
エネルギー調達

(分散化、供給源多様化
LPガスによるガス供給設
備等代替手段の提供等)

重要項目の定量評価で使用される指標

②イノベーション・設備投資
（自動化やデジタル化・生産性向上等）

④非常時の備え
(BCP策定、●日間の備え実施、早期復旧対応 等)

代替エネルギー源がいくつあるか
調達先の分散化
燃料源の多様性

途絶回数
途絶時間

資源生産性
機器故障率
耐久性能

●日間の備え
復旧にかかる日数

サプライチェーン

平時のレジリエンス力 非常時の臨時復旧能力

供給側
への
要請の
高まり

需要家

供給側の対応

②イノベーション･設備投資
(HEMS コジェネシステムの導入 等)

③流通・調達の強靱化
(調達ルートの複線化、耐震化などの強靱化 等)

①代替性のあるエネルギー調達
（調達多様化、自家発、蓄電池等）

需要側の対応

（仮説）金融機関は需要家を評価。需要家のレジリエンス向上は、需要家における取組又は供給側における取組の結果実現する
ものであり、どちらが取り組んでも良い。供給側の取組を促すためには、需要家からの要請が高まることが必要。

過去のパフォーマンス指標
電力：停電時間
ガス：供給停止時間

石油：●●
●●●●

将来のレジリエンス指標

●●

① ③ ④②

④非常時の備え
(非常用電源用燃料供給契約等)
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